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研究成果の概要（和文）：農村住宅や庶民住宅の近代化と工業化やデザイン関連の諸機関資料や既往研究と必要な理論
研究は成果を得た。しかし初年度の東日本大震災で、本研究の意義を確信すると同時に、文献や既存資料ではわからな
い問題、つまり生活近代化の諸事象の社会的連関とは即ち、デザインが生命に関わり、災害や経済・政治に容易に影響
を受け、その道具になる事と実感した。
故に研究の方法を修正し、庶民住宅の生活デザイン近代化の問題を現代の被災地の復興と連続して捉え、新たに食空間
を中心とした生活習慣、仮設住宅の住まい方と建設技術、地域の歴史景観とコミュニティ、都市と地方の生活文化交流
の調査等を行った。歴史と現代を繋ぐ課題として発展させる。

研究成果の概要（英文）：I could have examined the existing scholarship and the targeted primal materials 
of the issues and histories of the modernization and industrialization of rural houses and common 
people's houses in the twentieth century Northern Japan in various institutions. However, due to the 
great earthquake in 2011, I recognized fundamental gaps between the things known from books and the real 
situation of people's life in domestic space. The social integration of the various aspects of the 
modernization of lifestyle means that design directly affects on people's life, receives spontaneous 
impact from economic and political factors, and becomes their instrument. Thus, I modified the method of 
my research to unify the historical issues of housing with those currently happening in the 
reconstruction process from disaster, by conducting research of the habitual sustainability in eating 
space, of the technology of shelter space, and of the transmission of living culture between the rural 
and urban.

研究分野： 住宅史、デザイン論
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１．研究開始当初の背景 
科研費によるイギリス田園都市運動の日本
への影響研究と、青森県や山形県での農村調
査とその近代住宅への影響に関する研究か
ら、従来の日本住宅と生活近代化の研究が、
都市の中上流住宅を中心に形態デザインと
西洋・合理化傾向の観点でなされてきたこ
とに問題を感じた。日本の人口の多くが戦
後まで暮らし、その住宅観の基盤であった
農村住宅の近代化を調査分析し、日本住宅
史を捉え直したいと思った。 
また、カルチャラルスタディなどの知見を
活かして建築学や社会学を総合し、日常的
デザインが生まれる社会・文化的状況を研
究する方法論を構築したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
具体的な研究目的は、①農村住宅を日本の近
代建築史に位置付け②インテリア研究を生
活空間研究として行う方法論を確立し③近
代における生活改善と工芸デザインや海外
のデザイナーの活動の関係を整理し、④地方
にある戦前から戦後にかけての関連資料を
調査して、日本の独自な現代生活デザインの
特徴を明らかにすることであった。 
しかし初年度に起きた東日本大震災の影響
を受けて、途中からは、急激な住まいの移転
による生活習慣や住宅の技術的・空間的変化
が人々に与える影響や地域文化との関係を、
現地調査と理論研究で行うことも目的に加
えた。 
 
３．研究の方法 
生活様式と空間造形の相互関係の変化に注
目し、①当事者のインタビュー、②文献研
究の他、③仙台工芸指導所の事業と県の副
業振興や生活改善事業の関係④積調の実験
住宅や改善住宅⑤シャルロット・ペリアン
や柳・河合による地域工芸調査の実態とそ
の近代デザインへの応用⑥山口弘道の活動
と思想⑦デザイン産業と農村生活文化の関
係⑧庶民住宅の状況と住政策⑧メディアの
役割⑨戦後の住宅への影響、などを調査し
まとめる。 
さらに事例を収集して記述するだけでなく、
社会思想や文化、政治的背景や産業との関
係を重視し、海外の事例との比較も行い、
生活デザイン理論として構築することを目
指した。 
 
４．研究成果 
上記の渚機関の資料や既往研究、関連領域の
理論研究は多くの成果を得た。しかし初年度
の東日本大震災で、本研究の意義を確信する
と同時に、文献や既存資料ではわからない深
刻な問題を感じた。当初予測した生活近代化
の諸事象の社会的連関性とは即ち、デザイン
が生命に関わり、災害や経済・政治に容易に
影響を受け、その道具になる事を実感した。 
故に本研究の方法を修正して、被災地での生

活デザイン近代化の社会問題を現代の復興
に連続する事と考え、新たに食空間を中心と
した生活習慣、仮設住宅の住まい方と建設技
術、地域の歴史景観とコミュニティ、都市と
地方の生活文化交流の調査を行った。今後も
新たな科研課題として継続発展させる。 
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